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児童自立支援施設における
被虐待児とのプレイセラピー
藤 田 綾 子
I．問 題
児童虐待については 1900年代半ばより，欧米を中心に注目されてきた。初
期の研究の中には，事例報告（Caffy, J., 1946 ; Wooly, P. 1955）だけでなく
身体的虐待を受けた子どもたちの特徴（Martin, H. P., 1976）やネグレクト























































































きに寮母に甘える様子がみられた。本児が小学校 4年生（X 年）の 7月より
Th が関わった。
［施設内セラピーの枠組み］週に 1日，50分間のプレイセラピー。1年目（X



















X 年 7月（小学校 4年生）から X＋1年 12月（小学校 5年生）までの約 1
年 5ヶ月間，計 63回の経過を展開によって 6期にわけた。「 」は Cl の，
（ ）は Th の発言を示す。
















































第 III 期 展開期 2 ～攻撃と罪悪感の悪循環（＃13～20）
この時期から Th は人形の役を与えられるようになった。役割は常に Cl が























































































































































は強い規制が必要とされる（小倉，1980）。本事例においても Th は Cl に攻
撃性ゆえの罪悪感を感じさせすぎないよう，プレイの激しさによっては人形や
Cl 本人を制して遊びを中断させることがあった。これらの対応に Cl は意外












































あるいはケアする様子を Cl は拒否することなくただ見ていた。これまで Th
の介入を徹底的に拒否してきた Cl であったが，ここへきて傷ついた自身が Th
によってケアされることを，ようやく受け入れ始めたからなのかもしれない。
第 IV 期に入ると，母親への“見捨てられ不安”がテーマの中核となってく





























第 II 期では承認欲求，特別扱いが許されないと“挑発的態度”（Gil, E.,
1991）“反抗的態度”（Rodeheffer et al., 1976）をみせる Cl に対して，Th
は疲労や時には否定的な逆転移感情を感じずにはいられなかった。しかしその
都度，今 Cl がそうすることの必然性を想い，Cl の存在を大切に思っている
ことを伝え続けた。またプレイの悲惨な展開を前に，この場から逃げ出したく








は，Th にとって Cl との今後のセラピーを続けていく上でのエネルギーとな
った。
第 III 期に入ると Cl が主導するプレイで，Th を追い詰めていく展開とな
った。完全にプレイが支配されてきたこれまでに比べたら，役割を持ってプレ
イに参加できることで，いくぶん Th の息苦しさは和らいできた。攻撃しつつ
も罪悪感を感じてしまう A の苦しみや，そのことによって Th に見捨てられ
るのではという不安には，不安定な愛着表象という基本的信頼感の問題と衝動
のコントロールの失敗による自己疑惑，罪悪感という二つの課題が見え隠れす




第 IV 期は Th が母親（女性）の転移対象を担った時期である。これまでの
プレイに比べると激しさはトーンダウンしたものの，プレイ全体の支配性，ひ






と，Cl はそれに興じ，うけいれる感じもあった。しかし一方で Th が“無力
感”を抱えながらセラピーを続けていく限界を Cl が察したのか，そんな Th







せてグループを導入することとした。この点については，Th が Cl の転移対
象として役割を果たしきれなかったところに，Th 自身の力なさを思い知ると
ころである。
しかし第 V 期に入るとプレイの時空間は一転し，Th はストーリー展開の自
由が許されるようになった。グループの導入によって Cl に，Th にどのよう
























したものの Th-Cl 関係の発達，ひいては Cl の発達が見出せるといえる。
V．おわりに
以上，児童自立支援施設そのものにおける“強い枠組み”がセラピーの“枠
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